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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入 のこと)
近年、窒素 ドープ酸化チタンの可視光応答性が見いだされ、注 目を浴びている。我 々は
窒素 ドープ酸化チタン粉末に関 して、酸素サイ トを窒素が置換 し、この窒素置換 により価
電子帯上方に形成 され る新たな準位が可視光応答の起源であること、 また窒素置換量 と
2－プロパノール酸化分解における量子効率の相関を報告 している。窒素以外では、我 々を
含め硫黄 ドープまたは炭素 ドープ酸化 チタン粉末の可視光活性が相次いで報告 されてい
る。 ドープするアニオン種 によって光触媒活性が異なることが予想 され るが、活性を比較
した報告 はな く、アニオン種 の最適化のためにはその活性比較は重要である。そ こで、本
研究では窒素、硫黄または炭素 ドープ酸化 チタン粉末を作製 し、可視光および紫外光照射
下での酸化分解力の比較 をIPA気 相分解 により行な ったので報告す る。併せて、窒素 ・
硫黄同時 ドープ酸化チ タン粉末の評価 も行 った。以下 に結果 を示す。
作製 した粉末 は全てアナターゼ単相であ り、 アニオ ン種 によらず全て淡黄色であった
(UV-Visスペク トルをFig.1に示す)。一例 としてＴｉ(Ｏ,S)2-500おけるXPS測定の結果
をFig.2に示す。161eV付近 のピークがＴｉ-S結合に由来す るものであることが知 られて
お り、SはOサ イ トに置換 してい るものと考え られる。また、Ｔｉ(O,N)2、Ti(O,Ｃ)2ではそ
れぞれ、Ti-N結合 に由来す る396eV付近の ピークおよびTi-C結合に由来する280eV付
近 のピー クを確認 しており、N,CはそれぞれOサ イ トを置換 していると考 え られる。
IPA気相分解試験結果をFig.3に示す。IPAはアセ トンを経由 して(一 部は直接)CO2
に分解されるため、 ここではアセ トンとCO2の
発生量 を示す。いずれの粉末で も可視光照射下
においてアセ トンとCO2が発生 しているため可
視光応答性があると言える。 しか しなが ら、ア
ニオ ン種 によって可視光活性 に差 が見 られ、S
が含 まれる酸化 チタン粉末の活性が最 も低か っ
た。サンプル表面に残留するSO2の酸化により
生成 したSO42-による触媒被毒が可視光活性を
落 としているものと考 えられ る。炭素 ドープ型
については現段階では窒素 ドープ型 より活性 は
低いが、炭素 ドープ量 を調整することで、 より
可視光活性の高い粉末の
作製を試 みている。
Fig.1各種 アニオ ン ドープ酸化
チ タ ン粉 末のUV-Visスペ ク トル
Fig.2硫 黄 ドープ酸化 チタン粉末の
XPSスペクトル 価(Ti（O,S）2-500)
Fig.3アニオ ン置換 型酸化 チタ ン粉末 の
IPA気相分解
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